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	第5章では、マンドレルの断面形状が長方形で、組成円の形状が楕円形の場合の組物の繊維配向の特性を解明した。第3章で、マンドレルの断面形状が長方形の場合、長辺側の組角度は短辺側の組角度よりも大きくなる特性を示したが、マンドレルの長方形断面の長辺と、組成楕円の長軸を垂直に配置することにより、長方形の長辺側と短辺側の組角度の大小を逆転させることが可能となることを示した。
	第6章では、第2章から第5章で述べた繊維配向予測モデルを一般化し、複雑形状を有する組物に対する繊維配向予測式を示した。応用事例として、長手方向に太さが変化する円錐マンドレルを用いた場合の組角度予測モデルへの適用方法を示した。
	これら一連の研究により、丸打組機にて作製される二次元組物複合材料における組成点の初期値から設定値への遷移速度が解明され、非定常状態における組角度の導出も可能にした。組成点および組角度の初期値から設定値への遷移速度を正確に把握することは、組角度の予測精度を向上させる。これにより、組物複合材料の力学的特性の設計精度の向上が期待でき、組物技術の機械化・自動化の推進にも寄与すると考える。

